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ＧＨＳ分類に該当しない。
絵表示又はシンボル なし

注意喚起語 なし

危険有害性情報 ＧＨＳ区分による危険有害性情報はない。

注意書き 使用前に本製品に関する技術資料を入手すると共に、すべての安全注意および取扱
い方法を理解するまで取り扱わないこと。 子供の手の届かないところに置くこ
と。
飲み込んだ場合：口をすすぐこと。 飲み込んだ場合：無理に吐かせないこと。 飲
み込んだ場合：直ちに医師に診断／手当てを受けること。 皮膚に付着した場合：
多量の水と石鹸で洗うこと。 皮膚に付着した場合：気分が悪いときは、医師に連
絡すること。 皮膚や衣類に付着した場合：直ちに汚染された衣類をすべて脱ぎ、
付着物を取り除くこと。 眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。 次に、
コンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合は外すこと。 その後も洗浄を
続けること。 吸入した場合：気分が悪いときは、医師に連絡すること。空気の新
鮮な場所に移し、呼吸のしやすい姿勢で休息させること。

容器にゴミ、水などが入らないように蓋をして保管すること。 5～35℃の雰囲気で
保管すること。 直射日光を避けて保管すること。

内容物、容器の廃棄においては、国の関係法規及び地方自治体の条例や規則に従う
こと。廃棄物の処理を委託する場合、処理業者等に危険性、有害性を充分告知の上
処理を委託する。

ＧＨＳ判定に関する情報 GHS分類判定は、「JIS Z 7252:2014」に基づいている。また国連文書「化学品の分
類および表示に関する世界調和システム（GHS）　改訂４版」を参考にしている。
ＧＨＳ分類結果が「分類対象外」，「区分外」，「分類できない」の項目は記載し
ていない。 
本混合物の成分 52 ％については水生環境有害性が不明である。

毒性評価未査定物質 エチレン酢酸ビニル共重合体

混合物
組成

直ちに新鮮な空気のある場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 直
ちに医師の診断／手当てを受けること。

外観に変化が見られたり、かゆみ，炎症，痛み等がある場合や、気分が悪いとき
は、速やかに医師の診断を受けること。 触れた部位は多量の石鹸と多量の水で洗
うこと。 直ちに、付着した製品を清浄な布などで取り除き、すべての汚染された
衣類を脱ぎ取り去ること。

眼はこすらず、多量の水で15分間以上、瞼及び眼球の隅々まで完全に洗うこと。
コンタクトレンズは固着していない限り取り除いて洗浄する。 眼が開けられない
場合は、無理に開けさせてはならない。 できるだけ早く医師の診断を受けるこ
と。

安全データシート
１．化学品及び会社情報

化学品の名称

会社名

３．組成及び成分情報

整理番号（SDS-ID）

２．危険有害性の要約

住所
担当部門
電話番号
緊急連絡電話番号
推奨用途及び使用上の制限

化学物質または混合物の分類

４．応急措置

ＧＨＳ分類

吸入した場合

皮膚に付着した場合

目に入った場合

成分名 含有量（％） CAS　№ 化審法№
エチレン酢酸ビニル共重合体 32～36 24937-78-8 6-6
無機質充填剤 20～24 登録済み 登録済み（天然物は非該当）

水 41～45 7732-18-5 非該当
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速やかに医師の治療を受けること。 嘔吐が生じる場合は気道確保する（うつぶせ
にする、又は左側を下にして寝かせる）。 患者を注意して観察しておく。 意識の
あるときは、直ちに水でよく口の中を洗浄させる。 眠気、意識減退、意識消失の
場合は、口から何も与えてはならない。

知見なし。

知見なし。

応急措置の際、救助者は自分の皮膚に触れたり、眼に入らぬよう注意する。

知見なし。

適切な消火剤 泡。 水。 強化液。 粉末ドライケミカル。 ハロゲン化物。

使ってはならない消火剤 知見なし。

特有の危険有害性 製品は可燃性でないが、水分が蒸発した後の乾燥物は、可燃性である。

特有の消火方法 移動可能な容器は、速やかに安全な場所に移す。 火災が広がらないよう、付近の
着火源になるものを速やかに取り除く。 消火作業の際には風上から作業する。 火
災発生場所の周辺に関係者以外の立ち入りを禁止する。 周辺の着火していないド
ラム・タンク・設備・建物等に放水し、延焼，加熱，破裂の防止に努める。

消火を行う者の保護 必ず適切な保護具を着用する。 消火作業は風上から行い、発生ガスや煙を吸い込
まないよう対応ができる呼吸用保護具を着用する。 屋内の場合、処理が終わるま
で充分に換気を行う。 消火後は製品内部が冷却するまでロープを張り、人の立ち
入りを禁止する。

作業の際には適切な保護具を着用する。漏出した場所の周囲にロープを張り、人の
立ち入りを禁止する。風下の人を避難させ、漏出場所から人を遠ざけ、風上から作
業する。 作業後は洗顔手洗いする。

状況に応じて保護具（呼吸用保護具、化学防護服、手袋、長靴、眼鏡、マスク等）
を着用し、当該物質の吸入や直接接触を避ける。 排水溝、下水溝、地下室あるい
は閉鎖場所への流入を防ぐ。

本製品を環境中（水域、土壌）に放出してはならない。 多量に河川、湖沼へ流入
した場合は、必要に応じ、警察署・消防署・都道府県市町村の公害関連部署河川管
理局・水道局・保健所・農協・漁協等に直ちに連絡を取る。 大量にこぼれた場合
は盛り土で囲う等して排水溝への流出を防止し、できるだけ安全な場所で処理す
る。 多量に河川、湖沼へ流入した場合は、必要に応じ、警察署・消防署・都道府
県市町村の公害関連部署河川管理局・水道局・保健所・農協・漁協等に直ちに連絡
を取る。
危険でなければ、漏出源を遮断し、漏れを止める。 漏出液を密閉できる容器に出
来る限り集め、残留液を土、砂、ケイソウ土等不活性物質に吸着させて密閉容器に
回収する。 排水溝、下水溝、地下室あるいは閉鎖場所への流入を防ぐこと。 こぼ
れた場合は速やかに回収し、拡散防止に努める。

火災が広がらないよう、付近の着火源になるものを速やかに取り除く。 本製品を
含む廃水の公共水域への排出、地下浸透を防止するため、本製品がこぼれた床面な
どを水で洗い流してはいけない。 関係箇所に通報し応援を求める。付近の着火
源、高温体及び可燃物を速やかに取り除く。

技術的対策 「８．ばく露防止及び保護措置」に記載の保護手袋、衣類、及び眼、顔面用の保護
具を着用すること。 容器を転倒させたり、落下させたり、強い衝撃を加えたり、
又は引きずるなどの取扱いをしてはならない。 作業終了後は、うがい手洗いを十
分に行う。

局所排気・全体換気 通常の使用では換気、排気の必要はない。

混触接触禁止物質 アルカリ。 酸。

もっとも重要な兆候及び症状

応急措置をする者の保護

医師に対する特別な注意事項

５．火災時の措置

飲み込んだ場合

予想される急性症状及び遅発性症状

回収、中和

封じ込め及び浄化の方法・機材
（二次災害の防止策）

７．取扱い及び保管上の注意

取扱い

６．漏出時の措置

人体に対する注意事項

保護具及び緊急時措置

環境に対する注意事項
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安全な保管条件

適切な技術的対策 密栓して保管すること。 直射日光を避けて保管すること。

適切な保管条件 容器にゴミ、水などが入らないように蓋をして保管すること。 5～35℃の雰囲気で
保管すること。

避けるべき条件 知見なし。

混触禁止物質 アルカリ。 酸。

安全な容器包装材料

推奨材料 製品の容器で保管すること。 容器は破損、腐食、割れ等が無いこと。

保護具は清潔で有効なものを使用すること。
取扱い後はよく手を洗うこと。

知見が得られた範囲では設定なし

知見が得られた範囲では設定なし

設備対策 通常の使用では換気、排気の必要はない。 換気対策、取扱量、作業の頻度、作業
時間、作業方法等に合わせて、必要に応じて保護具を着用する。

呼吸器の保護具 簡易マスク。

手の保護具 不浸透性手袋。 化学防護手袋（JIS T 8116）。

目の保護具 普通眼鏡。 ゴーグル型保護眼鏡。 保護眼鏡（JIS T 8147）。

長袖の作業衣（不浸透性のもの）。 長袖作業衣。 防護長靴。

液体。

淡褐色。

わずかな酢酸臭。

5

約0℃

約　100℃

なし

約1.2（23℃）

水に無限大に希釈可能。

13.5 Pa・s（23℃）

反応性，化学的安定性 長期間の保存により腐敗、沈殿、分離する事がある。

危険有害反応可能性 酸、アルカリにより沈殿、分離、発泡する。 常温付近では単独では危険な反応は
しない。

避けるべき条件 35 ℃以上の高温及び氷点以下。 直射日光。

混触危険物質 アルカリ。 酸。

危険有害な分解生成物 知見なし。

保護具

皮膚及び身体の保護具

衛生対策

９．物理的及び化学的性質

保管

８．暴露防止及び保護措置

許容濃度

管理濃度

１０．安定性及び反応性

外観（物理的状態，形状）

色

臭い

pH

融点・凝固点

沸点,初留点及び沸騰範囲

引火点

比重(相対密度)

溶解度

粘度

Page　3／5



シンコーボンド ＭＦ－７０ SDS，株式会社オーシカ，作成日：2019/12/09，SDS-1098

各成分の有害性区分判定 知見なし
各成分の有害性情報
【急性毒性】 情報無し (化学成分情報または混合物の有害性推定計算値より)

【皮膚腐食性及び皮膚刺激性】 情報無し (化学成分情報または混合物の有害性推定計算値より)

【眼に対する重篤な損傷性又は眼刺激性】情報無し (化学成分情報または混合物の有害性推定計算値より)

【呼吸器感作性又は皮膚感作性】 情報無し (化学成分情報または混合物の有害性推定計算値より)

【生殖細胞変異原性】 情報無し (化学成分情報または混合物の有害性推定計算値より)

【発がん性】 情報無し (化学成分情報または混合物の有害性推定計算値より)

【生殖毒性】 情報無し (化学成分情報または混合物の有害性推定計算値より)

【特定標的臓器・全身毒性―単回ばく露】情報無し (化学成分情報または混合物の有害性推定計算値より)

【特定標的臓器・全身毒性―反復ばく露】情報無し (化学成分情報または混合物の有害性推定計算値より)

【吸引性呼吸器有害性】 情報無し (化学成分情報または混合物の有害性推定計算値より)

【生態毒性】 ＜魚毒性＞河川等に流出した場合には、エマルジョン中の樹脂の粘着による呼吸困
難のため、魚類が死亡する場合がある。

【残留性・分解性】 ＜ 水溶性樹脂　として＞ 
良分解性[メーカーwebsite]

【生体蓄積性】 知見なし。

【土壌中の移動性】 知見なし。

【オゾン層への有害性】 知見なし。

廃棄上の注意 内容物、容器の廃棄においては、国の関係法規及び地方自治体の条例や規則に従う
こと。廃棄物の処理を委託する場合、処理業者等に危険性、有害性を充分告知の上
処理を委託する。

残余廃棄物 残余廃棄物は都道府県知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは地方自治
体で処理を行っている場合はそこに委託して処理する。 凝集沈殿等の廃水処理法
に従い、廃水・汚泥は、定められた法を準拠して処理する。

汚染容器及び包装 空き容器・汚染容器・包装は都道府県知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者に委
託する。 空容器を廃棄する場合、内容物を完全に除去した後に処分する。

輸送上の注意 輸送前に容器の破損、腐蝕、漏れなどのないこと及び容器の蓋が確実に閉まってい
ることを確かめる。転倒、落下、損傷のないように積み込み、荷崩れ防止を確実に
行う。

国内規制
陸上輸送 消防法、労働安全衛生法等に定められている運送方法に従う。
海上輸送 船舶安全法に定められている運送方法に従う。
航空輸送 航空法に定められている運送方法に従う。

国際規制
海上輸送 IMO，IMDGの規制に従う。
航空輸送 ICAO，IATAの規制に従う。
国連番号(UN №) 非該当。

国連分類(Class.) 非該当。

品名(Name and Description) 非該当。

容器等級 非該当。

海洋汚染物質 非該当。

１１．有害性情報

１２．環境影響情報

１３．廃棄上の注意

１４．輸送上の注意
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労働安全衛生法
第 57 条　名称等を表示すべき危
険物及び有害物（表示物質）

非該当。

　第 57 条の 2 第 1 項　名称等を
通知すべき危険物及び有害物
（通知物質）

非該当。

有機溶剤中毒予防規則（有機則） 非該当。

特定化学物質障害予防規則（特化
則）

非該当。

労働省基発 312 号の 2 に掲げる
物（変異原性）

非該当。

 化学物質排出把握管理促進法（ＰＲＴＲ法） 非該当。

消防法 非危険物

毒物及び劇物取締法 非該当。

非該当

船舶安全法 非該当。

海洋汚染防止法 海洋環境の保全の見地から有害である物質：「Ｙ類物質等」 
[海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律施行令（昭和四十六年六月二十二日
政令第二百一号）及び環境省告示（第百四十六号，第百四十七号，第百四十八号）
に基づく混合物による査定）]

ＪＡＩＡ－０１０５１９　Ｆ☆☆☆☆
室内空気汚染対策のための自主管理規程（日本接着剤工業会）

ＪＡＩＡ－５０４５１５　４ＶＯＣ基準適合
室内空気汚染対策のためのＶＯＣ自主管理規程（日本接着剤工業会）

○「JIS Z 7252：2014 ＧＨＳに基づく化学品の分類方法」[財団法人日本規格協
会］ ○化学大辞典 ○化学便覧・基礎編 ○独立行政法人製品評価技術基盤機構
(NITE)，化学物質情報提供システム ○「JIS Z 7253：2012 ＧＨＳに基づく化学
品の危険有害性情報の伝達方法－ラベル，作業場内の表示及び安全データシート
（ＳＤＳ）」［財団法人日本規格協会］ ○国連文書「化学品の分類および表示に
関する世界調和システム（GHS）改訂４版」 ○「危険物データブック」 ○「原料
の安全データシート」 ○「作業環境評価基準（告示第26号）」［労働省］ ○「許
容濃度等の勧告」［日本産業衛生学会］ ○「化学防災指針集成」［日本化学会
（丸善）］（1996.2.20） ○「知っておきたい職場の化学物質」［中央労働災害防
止協会］ ○「化学物質の危険・有害便覧」［中央労働災害防止協会編］

有害性の評価は必ずしも十分ではないので取り扱いには十分注意して下さい。
この安全データシートは、当社の製品を適正にご使用していただくために必要で、
注意しなければならない事項を簡潔にまとめたもので、通常の取り扱いを対象とし
たものです。
本製品は、この安全データシートをご参照の上、使用者の責任において適正に取り
扱って下さい。
ここに記載された内容は、現時点で入手できた情報やメーカー所有の所見によるも
のですが、これらのデータや評価は、いかなる保証もするものではありません。ま
た法令の改正及び新しい所見に基づいて改訂されることがあります。

４ＶＯＣ放散速度基準（JAIA）の改正に伴う登録番号の更新今回の改訂における主な変更点

１６．その他の情報

ＪＡＩＡホルムアルデヒド基準

４ＶＯＣ放散速度基準

主な引用文献

１５．適用法令

化学物質の審査及び製造等の
規制に関する法律（化審法）

本書の取扱いと注意事項
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